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1. はじめに 

株価などの時系列データにおける変動要因は非常

に多くかつ複雑であることから，人間の知識のみで予測

を行うことは非常に困難な問題である．従来では，日経

平均株価や為替レートの過去のデータを入力とした， 

ARIMA モデルによる予測やニューラルネットワーク 

(NN)による予測が行われてきた．特に NN による予測

では，よりデータにフィットした予測モデルを得ることが

可能となった．近年ではリカレントニューラルネットワー

ク (RNN) など様々なモデルを用いた予測手法[1]が

提案されているものの，過去のデータを入力するという

点で従来の統計モデルと大きく差異を生み出すことは

できていない。本研究では，テスト時には使用できない

未来のデータを使用することにより，精度の向上を図っ

た． 

2. 提案手法 

本稿では，浸透学習法[2][3]を用いた時系列データ

の予測手法を提案する．浸透学習法では，学習時及び

テスト時双方で利用可能なデータ(主データ)に加え，学

習時のみに使用できるデータ(補助データ)を利用する

ことができる．株価などの時系列予測において，現時刻

をt ，予測したい時刻を )0(  ddt 　 と定義した際，学

習データは過去一定期間に渡って蓄積されているため，

1t 以降であっても学習に使用することができる．しか

しながら，テスト時において 1t 以降のデータは取得

不可能であるため，予測に使用することは出来ない．本

手法では，t 以前の過去のデータを主データ， 1t 以

降の未来のデータを補助データとみなし，予測モデル

の学習を行う．補助データに未来のデータを入力する

ことで，時系列において双方向からの予測が期待でき

る． 

図 1 にモデルの構造を示す． 学習は事前学習と浸

透学習の２段階に分けられる．事前学習では主データ

と補助データの双方を用い，実際の予測日の変動値を

教師データとしてモデルの訓練を行う．誤差が十分に

小さくなると，浸透学習を開始する．浸透学習では，補

助データの非浸透率を指数関数的に下げていき，事前

学習の際に得られた中間層の値を教師データとしてモ

デルの訓練を行う． 図１中のdecay は， epoch1 ごと

に非浸透率にかけられる 0以上 1以下の係数である．  

 
図１．モデル構造 

表１．予測結果 (10試行平均) 

 方向的中率[%] MAE 

当日変動率 58.08 0.353 

NN 65.21 0.318 

提案 68.20 0.304 

3. 実験・結果 

本実験では，海運指数の１週間後における変動値を

予測対象とし，自己系列および関連する系列から多変

量予測を行う．2010/3/10~2017/3/14 の 1779 件を学習

データ，2017/3/15~2017/12/22 の 198 件をテストデータ

とする．主データには過去の変動値を，補助データに

は未来の移動平均値を用いた．比較手法として同構造

のネットワークを使用し，主データのみで通常の学習を

行った．なお，本実験では 995.0decay とした． 

表 1 に示す実験結果では，提案手法が比較手法に

対し方向的中率，MAE(Mean Absolute Error)ともに上

回った．補助データに未来の情報を入力したことが有

効であったと考えられる． 

4. まとめ 

本稿では，浸透学習法を用いた時系列信号の予測

モデルを提案し，有効性を確認した．今後は本手法を

RNN と組み合わせることで精度の向上を目指す. 
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